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ぐずついた梅雨の季節が続いていますが、みなさまいかかお過ごしでしょうか。 

さて、世の中では新型コロナウイルスが５類感染症となり、マスク着用については、個人の

判断に委ねられることとなりました。しかし、移行した５月以降、全国的にコロナの感染者数が

増加している状況です。改めて、手洗い、うがい等の基本的な生活習慣を心がけ、感染症の

予防に努めたいものです。 

 

第１回宿毛市中学校教科担当者会  

　６月初旬から中旬にかけて、１回目の中学校教科担当者会が行われました。主に４月に行

われた全国学力・学習状況調査に係る結果分析の報告や各校の課題改善に向けた実践事例の

紹介、今後の授業づくりについての協議を行いました。また、西部教育事務所の指導主事の

方々にも参加いただき、授業改善についての講話及び演習を行っていただきました。今回

は、各教科担当者会で出された内容についてお伝えします。 

●理科（６月２日）：小谷野 竜介　指導主事 

宿毛市ではどの中学校も、先生方が探究の過程、見

方・考え方、子どもの資質・能力の育成という視点を意

識して授業づくりをしている。理科の授業において、探

究の過程を意識することは重要であるが、探究の過程を

単にたどることが目的なのではなく、大切なのは、その

過程を通して、子どもたちにきちんと力が身についたか

どうかを見ることである。学力調査やテスト、日々の授

業の中で力の定着度を把握し、適切に評価していくことが必要である。 

授業づくりにおいて、教科書に書いてある内容をなぞるだけでは、子どもは内容通りに作

業・操作するだけになってしまう。大事なのは、教科書をいかに探究の過程にして子どもに

提供できるかである。まずは、教師が単元において子どもの立場になって過程を描き、イメ

ージすることから始まる。子どもに何を気づかせたいのか、まとめから考えて、そこに気づ

かせる課題を設定していく。 

宿毛市の課題としては、身につけた知識を活用すること、学んだことを日常生活で活用す

ることにある。課題解決のためには、授業を通して、子どもたちに理科を学ぶことのよさを

実感させることである。身の回りの物を題材にしたり、総合的な学習の時間と関連させる

（探究の過程が同じ）等、各教科の力を発揮させることが重要である。 
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●英語科（６月５日）：有田 洋平　指導主事 

学習指導要領で求める力を測るために、その内容を具体

化したものが学力調査問題である。令和５年度と平成３１

年度の調査問題と比較してみると、求められている力が変

化していることに気付く。今回の学習指導要領で求められ

ている資質・能力について理解を深めるには、調査問題を

より深く分析する必要がある。 

宿毛市としては、「場面に応じて必要な情報について思

考・判断し、英語を聞き取る力」「場面に応じた英語を正

確に書く力」の育成が、今後求められる。そのためにまず

心掛けなければならないことは、授業において子どもが教

科の見方・考え方を働かせながら、自分の考えを表現して

みたいと思えるような目的・場面・状況を設定することで

ある。子どもの資質・能力の育成には、学習過程が非常に

重要であるため、英語科の学習過程（①目的・場面・状況

の理解　②見通し　③言語活動　④振り返り）をしっかり意識すること、その学習過程を通

して、領域を統合した言語活動を繰り返し行うことが大切である。 

●国語科（６月８日）：白石 千穂　指導主事 

全国的に「話すこと・聞くこと」については、課題のあ

る領域である。「話す・聞く」の授業で困っている先生方

も多いと思うが、国語科として力を身につけていくために

は、子どもたち自身が発する「言葉」にこだわらせること

である。 

学習活動の中では、自分が話したことや聞いたことは音

声のため、その場で消えてしまう。そのような状況の場

合、ICT を活用することも一つの方法である。活動の様子

を録画し、後で何度も見返すことで、自分自身の言葉について振り返り、改善につなげてい

く。そのような ICT の効果的な活用方法についても今後検討してほしい。 

県版学テと全国学テの数値を比較したときに、「読むこと」と「情報の扱いに関する事項

（情報と情報との関係）」について、西部管内では改善されていない状況にある。例えば、

２年生の教科書に「具体と抽象」という教材がある。単体でも授業は可能だが、それだけで

は、生きて働く知識及び技能は十分に身につかない。思考力・判断力・表現力と関連させな

がら指導するよう学習指導要領にも示されている。指導に当たっては、まず取り扱う教材の

特徴と、目の前の生徒の実態を把握したうえで、指導したい知識及び技能と思考力・判断

力・表現力の領域を組み合わせるようにする。「読むこと」の中のどこの学習過程で、どの

ように習得させるのが効果的かを授業者がしっかり計画することが大切である。 



●社会科（６月１３日）：河野 通久　指導主事 

　学力調査において正答率が高かった問題について

は、「よかった」で終わるのではなく、なぜ高かった

のか、自分たちのやり方のどこがよかったのか、これ

までの授業を振り返り、しっかり分析することが必要

である。学力調査の数値結果だけで判断せず、今でき

ていることの先に、さらに何が必要かを見極めて授業

改善を行わなければならない。 

子どもが授業の中で習得した知識を、どのような場

面で、何のために使うのかがわかっていないと、他の学習場面や日常生活で使うことができ

ない。そのような授業からは脱却すべきである。今後は、習得した知識が、どんな場面で、

どのように使えるのかまで理解し、日常生活などで活用できるような生きて働く知識及び技

能の育成に向けた授業づくりを行うことが求められる。 

そのためには、子どもにやりたいと思うような問いを持たせ、習得した知識を活用したく

なるような場面を設定することである。そして、既得の知識や方法を活用し、思考や判断、

表現等を行う活動を設定する。生きて働く知識及び技能を身につけていくうえで思考力・判

断力・表現力と一体的に育成していくスタンスで授業を行っていく。今から取り組めること

を各学校で考えてほしい。 

●数学科（６月１５日）：岡﨑 寛貴　指導主事 

全国学力・学習状況調査解説資料（国立教育政策研

究所）では、つまずきの分析ができるよう解答類型に

ついての説明をしている。これにより、正誤だけでな

く、一人ひとりの解答の状況（どこでつまずいている

のか）等に着目して、学習指導の改善・充実につなげ

ることができる。授業改善については、対象の３年生だ

けでなく、１・２年生の授業にも焦点を当て、改善を図

ることが必要である。 

授業の中で記述式の問題を取り扱う場合は、課題に対する正答の表現を授業者が明確にし

ておかなければならない。子どもへの提示の仕方については、例えば不十分な記述を取り上

げ、どう修正すればよいかを考え、正答となるような表現にブラッシュアップする時間を設

けることも一つである。 

　一次関数であれば、単元の中に、一次関数を用いて具体的な事象を捉えて考察し、表現す

る時間を複数回位置づける。課題のある単元は、複数回時間を取らないと、一度の学習では

身につかない。授業者は、一時間の授業のみを見るのではなく、もっと視野を広げ、全体（単

元ごとや年間を通して、または学年をまたいで等）を見ることが大切である。全体を見るこ

とで、どこにつながっているのか、それまでに何ができるのかを把握することにつながる。 



◎「授業づくり講座」【西部地区】　（国語、社会、算数・数学、理科、英語、道徳、複式） 

今年度の「授業づくり講座」の日程です。すでに終了している会もありますが、各

校につき２回開催しますので、ぜひ積極的に参加をお願いします。 

日程・申込・詳細については、西部教育事務所のホームページをご覧ください。 

 月　日 午前・午後 講　座　名 講　師 研究会 学校名

 ８月３０日（水） 午後  

 

国語科授業づくり講座

〇 教材
入野小学校

 １０月  ２日（月） 午後 授業

 ９月２０日（水） 午後 教材
宿毛小学校

 １０月３１日（火） 午後 授業

 １２月２０日（水） 午後 〇 教材
片島中学校

 ２月　６日（火） 午後 授業

 １０月１８日（水） 午後
社会科授業づくり講座

〇 教材
中村西中学校

 １１月２２日（水） 午後 授業

 ８月２８日（月） 午後  

算数科授業づくり講座

〇 教材
中村南小学校

 １０月２０日（金） 午後 授業

 ９月１５日（金） 午後 教材
具同小学校

 １１月２９日（水） 午後 授業

 １０月  ５日（木） 午後
数学科授業づくり講座

〇 教材
大方中学校

 １１月２０日（月） 午後 授業

 ９月２６日（火） 午後  

理科授業づくり講座

〇 教材
中村中学校

 １１月１５日（水） 午後 授業

 ５月２９日（月） 午後 教材
宿毛中学校

 ７月 ７日（金） 午後 授業

 ７月 ６日（木） 午後  

英語科授業づくり講座

教材
清水小学校

 ９月２７日（水） 午後 〇 授業

 ５月２３日（火） 午後 教材
清水中学校

 ６月２３日（金） 午後 〇 授業

 ６月２０日（火） 午後  

道徳科授業づくり講座

〇 教材
小筑紫小学校

 １０月１１日（水） 午後 授業

 １０月  ３日（火） 午後 〇 教材
佐賀中学校

 １１月１４日（火） 午後 授業

 ９月２８日（木） 午後
複式授業づくり講座（国語）

〇 教材
大用小学校

 １１月２８日（火） 午後 授業


